
 

 

  主    題  （２０１７～２０１８ ) 

・国際会長『Let Us Walk in the Light Together 』 

       「ともに、光の中をあゆもう」 Henry Grindlheim  （ノルウエ―） 

・アジア太平洋地域会長『Ｒｅｓｐｅｃｔ Ｙ‘ｓ  

Ｍｏｖｅｍｅｎｔ』Ｔｕｎｇ Ｍｉｎｇ Ｈｓｉａｏ（台湾） 

・西日本区理事  ２０２２年に向けて「心身の健康づくりから、 

        クラブの健康づくりへ｣ Ｈealthy mind  

＆ healthy body make  healthy club 

   副題 「今あるクラブを充実させ、将来のクラブへ宝(財産)を 

      伝承していこう！」 

大野 勉（神戸ポートワイズメンズクラブ） 

・六甲部 部長 ｢共感しあい、支えあおう｣   

Empathy each other, Root Y”s & YMCA   杉本 隆人（神戸学園都市クラブ） 

・西宮クラブ会長     石井 恭子 

会長主題     知りたい！ ～ ＹＭＣＡのこと ワイズのこと 西宮のこと ～ 

    ２０１７年１０月 西日本区強調ポイント“ ＢＦ ＥＦ ” 

国際組織の一員であることを再認識し、ＢＦ／EFの目的を理解しましょう 

金澤市郎国際・交流事業主任（京都クラブ） 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

２０１７年１０月            

８８８３３３４４４号号号      
≪≪≪７７７１１１期期期---４４４号号号≫≫≫   
ｓｓｉｉｎｎｃｃｅｅ    １１９９４４８８．．５５．．１１７７  

スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 
 

クラブ主役員 

会  長  石井 恭子 

直前会長  万本 敬一 

副 会長  濵  浩一 

書  記  長井 慎吾 

書  記  浅野 純一 

会  計  濱崎 進一 

会  計  足立 康幸 

監  事  丸山 悦治 

担当主事  藤田 良祐 

 ７０周年記念事業 

準備委員長  岡田佑一郎 

六甲部国際・交流主査 

      万本 敬一 

六甲部直前部長 

   長井 慎吾 

区次期EＭＣ事業主任 

       小野 勅紘 

２０１７年１０月第１例会のご案内 

日時：２０１７年１０月２２日（日）  ９時～１６時  

場所：西宮ＹＭＣA・西宮ＹＭＣA保育園 

ドライバー：阪根ワイズ、藤原ワイズ 

第３５回西宮Ｙわいカーニバル （地域バザー） 

準備作業 22日（土）13時～ 

ノミの市セッティング＆値づけ 宮古物品販売セット 

カーニバル当日23日（日）9時集合 

 １０：３０～１４：３０ 

１． 開会（礼拝）   阪根カーニバル委員長 

２． オリエンテーション 

３． ノミの市 販売  メン＆メネット 

４． カレー 販売   メン＆メネット 

５． 周辺警備     メン 

６． 終わりの集い  阪根カーニバル委員長 

７． 閉会挨拶      石井会長 

※終了後お片付け  ☸御疲れさま会にご参加を 

  

今 月 の 聖 句 

「父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあなたの

内にいるように、すべての人を一つにしてください。彼ら

もわたしたちの内にいるようにしてください」 

 ヨハネによる福音書 17章 21節 山口政紀メン選 

 

  

 

 

９月 例会出席状況   在籍会員数 ２２名 

第１例会(９．８金)   第２例会（９．２２金） 

メン   １６名       メン        １２名 

メネット  ２名       メネット   １名 

ゲストビジター １名      合計   １３名 

    合計 １９名 ＭＵ３名  出席率８６．４％    

ファンド・ＢＦ     ９月     年度累計 

ニコニコファンド   ¥ ４，０００  ¥８，０００ 

ＢＦ＠３００     ¥ ４，８００ ¥１１，４００ 

東日本震災＠２００  ¥ ３，２００  ¥７，６００ 

 

 

 

 

 

         ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ     お誕生日おめでとうございます 

１０月９日 西山 茂夫 メン  １０月９日 廣瀬 敦子 メネット 

 

 

  

 

 

      ９月１日 岩田 健司メン    



 

１ 

         

      石井 恭子会長 

１０月  

 10 月はワイズの活動が、とっ

ても忙しい時期です！ 過ごし

やすい季節にはなりましたが、地

域カーニバルに、じゃがいも等の

配達がありますので、ご協力をお願いいたします!! 

 先月の六甲部会にも、多数ご参加いただき、あり

がとうございました。前で話す機会がありましたが、

西宮クラブの方々のお顔が見えると、心強く感じま

した。またメネットの方も、メネットアワーからご

参加、物販のご協力をいただき、ありがとうござい

ました。 

 今期は、クラブに新しい仲間が加わって頂けそう

な予感です!! 例会に、入会して頂けそうなゲストに

お越し頂いており、嬉く思っています。私も入会前

に 3 回参加させて頂いた時のことを懐かしく思い出

しました。最初はカーニバルで、久しぶりに西宮

YMCAに行きました。リーダー時代、私は4年間ス

テージを担当し、プログラムを企画することが好き

になった経験があります。カーニバルは、どなたで

も気軽に参加していただけるので、YMCAやワイズ

に関わりのあった方に、お越し頂ければと思います。

10 月 22 日のカーニバルに、ぜひお誘い下さいませ

♪

 

第１６回 六甲部 部会【９．２４ Ｓｕｎ】     

藤原ワイズ 

①メネットアワー 於 神戸YMCA３ＦAM11:00～12:30 

ホストクラブの三田ワイズメネットの司会進行の

下、現在我が国でよく聞かれる“子供の貧困”につい

て学びました。 

スクリーンに映し出された具体的な現状等を見な

がら、貧困率を下げたイギリスの例等を参考に、“我

が国の子供の貧困”への取り組みをいかにすべき

か、親の就労支援、子供の保育、現金給付など、

いくつかの具体案を学びましたが、最後にノーベ

ル賞経済学受賞のジェームズ・ヘックマン教授に

よって語られた就学前教育の重要性が印象的でし

た。 

短い時間でしたが、中身の濃い、実りの多いひ

とときで、日ごろ話題としてはよく耳にしますが、

身近に感じることの少ない人にも“何ができる

か？”“何をすべきか？”大いに考えさせられま

した。 

 

②六甲部 部会 

第一部 於 神戸YMCA チャペル PM1:30～3:30 

８クラブの各会長による華々しいバナーセレモ

ニーにより開

会した部会式

典、西は九州か

ら東は金沢に

至る各方面か

らのゲストも

迎え、チャペル一杯、熱気に包まれました。 

来年神戸で開かれる西日本区大会、各クラブの

周年記念行事のアピール、

各クラブ会長による活動

報告等、アッと言う間に

２時間が過ぎ、会場を六

甲荘に移しての第二部へ

と移りました。 

第二部  於 六甲荘 

神戸で活躍するご夫妻

による声楽コンサートで和やかに始まった懇親の

ひととき、各クラブ同士の交流も賑やかに、予定

通りPM６時にはお開きとなり、有意義な一日も幕

を閉じました。 

写真上右、石井会長、下右、万本主査 



 

２ 

宮古グッズ販売   馬場一郎ワイズ 

９月１８日（月）１０：００から、西宮市役所前六湛

寺公園で“ふれあいネットワークフェスティバル”が開

かれ、宮古グッズ販売で参加してきました。このフェス

ティバルは、心身障害者支援非営利団体 西宮ふれあい

ネットワークが主催、西宮戎ライオンズクラブさんや西

宮商工会議所青年部さん等の協賛で行われ今年でもう

１０回目となります。西宮ワイズも石井会長のご紹介で

協力をスタートし、２０１１年から７回目となります。

今年は台風１８号の影響で１時間遅れの開始となり、１

０時から１６時過ぎまで販売を行いました。石井会長、

廣瀬メン、廣瀬マゴメット、濱崎メン、岩田メン、足立

メン、山口（政）メン、山口メネット、馬場メン、馬場

メネットが参加し、２４，９２０円の売上でした。（写

真は午前１１時頃の様子） 

台風一過の青空の広がる中で、心配していたお客さ

んもそれなりに来て下さり、生もの、食べ物はほぼ完売

で終えることができま

した。２０１１年、震

災後すぐに始め、継続

してきたこの支援も今

年で７年目になります。

今後の宮古支援のあり

方、西宮ワイズとしての宮古への関わり方等考えていく

時期に来ていると思います。皆さんからもご意見をいた

だけたら、と思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

  YMCA ニュース 

      藤田 良祐担当主事 

２学期に入り子ども達は夏休みの楽しかった思い出

を心に留めながらも、運動会や音楽会など様々な学校行

事に取り組みを始めています。YMCA 保育園でも 10

月 7 日に運動会が予定されており、園庭でかけっこの

練習に励む元気な声が響いています。多くの子ども

達が秋晴れの空の下、元気いっぱいに身体を動かす

ことの喜びを感じる機会になることを願っています。 

1．ブランディングへの取り組み開始 

全国の YMCA で取り組んできたブランディング

ですが、いよいよ10月1日より外部へ向けての表出

が開始されます。「みつかる。つながる。よくなっ

ていく。」をスローガンにYMCAが取り組んできた

活動の価値をわかりやすく世間にアピールしていき

ます。 

2．全国YMCAリーダー研修会 

今年は広島で「みつかる。つながる。よくなって

いく。」をテーマに全国のユースボランティアリー

ダーが集い、YMCAの価値を再発見することを通し

て、リーダーとしての学びを深める機会を持ちます。

毎年リーダーを研修会に送り出すための支援をいた

だいていることに感謝申し上げます。 

3．西宮YMCAワイワイカーニバル寄贈のお願い 

今年は10月22日（日）に西宮ワイワイカーニバ

ルを開催します。ご家庭に蚤の市で販売できる品物

が眠っているようでしたら、ご寄贈くださいますよ

うお願いたします。カーニバルの収益は、国際協力

募金、地域の子育て支援、障がい児活動支援等に捧

げさせていただきます。一人でも多くの皆様のご支

援・ご協力をお願いいたします。 

4．今後の予定 

(1) 阿部士朗先生講演会 

（三宮会館竣工記念プログラム） 

日時：10月28日（土）13:00～15:00 

場所：神戸YMCA三宮会館チャペル 

(2) 三宮会館竣工記念プログラム「秋祭り」 



 

３ 

生活科学運営との協働イベントそして「秋祭り」を

開催します。 日程：10月29日（日） 

 場所：神戸YMCA三宮会館 

(3) チャリティーラン 

 日時：11月3日（金・祝） 

 場所：神戸しあわせの村 

 

リーダー会便り 

      永峰 秀悟リーダー 

キッズ（幼児対象） 

キッズ9月例会は、「グループ内の繋がりを増やす」

というねらいのもと住吉川で活動しました。午前中は、

オリジナルの水鉄砲づくりをしました。竹にマジックで

好きな文字や絵をかいて、午後からの川遊びに向けてオ

リジナルの水鉄砲をつくるというものです。同じグルー

プのお友達の似顔絵を描いたり、好きな文字を書いたり、

個性的な水鉄砲がたくさん出来上がりました。お昼ごは

んを食べ、午後からは川遊びをしました。自分の水鉄砲

を使って水をかけあったり、潜って泳いだり、生き物探

しをしたり、川遊びを思いっきり楽しんでいる様子が印

象的でした。 

活動場所が近場だったため、時間にゆとりのあるゆっ

たりとした日を過ごすことができたと思います。また、

グループごとに差はありますが、お互いの名前を呼び合

えるようになったり、メンバー同士の会話が増えたりし、

「グループ内の繋がりを増やす」ことができたと思いま

す。10 月からは、水のプログラムから山のプログラム

に変わります。山の中でまた新たな発見がある例会にし

たいと思います。 

ジュニア（小学校低学年対象） 

ジュニア例会は秋の心地良い天気に恵まれて、プロ

グラムを行いました。午前中は御前浜へ出かけて今

年最後の水遊びを楽しみました。リーダーも子ども

達も一緒になって水

のかけあいをして、全

身ずぶ濡れになって

遊びました。午後から

は夙川沿いで自然探

しのミッションに、グループの仲間と一緒に力を合

わせて取り組みました。何かを見つけるだけではな

く、見つけた物をじっくり観察し、自然の偉大さを

感じる機会になったのではないかと思います。 

来月も友達、リーダー、自然との繋がりがさらに

深まることを目指してより充実した活動を行いたい

と思います。 

シニア（小学校高学年対象） 

9月例会は兵庫県立海洋体育館（芦屋浜）へ行き、

カヌーをしました。「自立と協力」という目標をお

き、「ルールを守る」という意識も継続させながら

活動をしました。 

カヌーの使用時間・使用方法を守れるのか、片付け・

準備に積極的に取り組むことができるのか不安でし

たが、驚くほど時間を守り、一人ひとりが丁寧に取り

組むことができました。また、カヤックが初めてで、

漕ぐ事が難しくて諦めかけているメンバーもいまし

た。そんなメンバーも帰るころにはすっかり上達し、

「楽しかった！今日来てよかった！」という声が聞こ

えました。一人ひとりが大きく成長できたと感じます。

しかし、まだまだ伸びる部分、修正していくべき部分

はあると思います。そのためシニアでは様々な体験を

通して子ども達が大きく成長していけるようにアプ

ローチしていこうと考えています。 



 

４ 

ＤＢＣ３ｸﾗﾌﾞ交換ブリテン 

                 長井慎吾ワイズ（西宮）    

 昨年度、六甲部部長を担いました。ワイズ歴は２６年に

なります。元は神戸 YMCA 西宮ブランチのユースリーダ

ーでした。私には、会社員、ワイズメン、ヨットマンの３つ

の顔があります。 もちろん家庭での父親はベースです。

今回は、ヨットマンとしての私を紹介したいと思います。 

船乗りに憧れて元神戸商船大学に入学しましたが、乗

船実習で職業としては合わないなと思い、船乗り用語で

言う、丘に残りました。その後趣味でヨットに乗るようにな

り、現在では月に１回、淡路島の洲本へ行っています。海

へヨットで繰り出すと様々な教えを受けます。今年の５月

に伊勢志摩へクルージングした際は、夜中に潮岬を回航

しました。ここは、関東や名古屋地方へ行く船が集まる交

通過密海域です。暗闇で多くの大型船が行きかうなか、

船酔いと寒さと衝突への恐怖から自暴自棄的になってい

ました。そんな時、「あの船は北西向きなので衝突の危険

はないな」と声に出して仲間に確認します。「そう思う。大

丈夫」と返ってくると安心するわけです。やはり、“仲間は

頼りになる”と心にしみました。 

潮岬を回ると紀伊半

島沿いに伊勢志摩へ向

かいます。大型船も居

なくなりましたが、逆に

真っ暗闇の航海は不気

味です。漂流物や漁業

網に衝突しないか不安な中、睡魔が断続的に襲います。

時々幻覚が見えるくらいで不安が膨らみます。しかし、朝

４時を過ぎたころには星が見えなくなり始めました。その

うち、白々と夜が明け始め１００ｍくらいは視界が広がり

ました。この時に、「ああ、日の光は安心するな」と、また

また心にしみました。神様が「光あれ」と言われたのは、

皆を安心させるためだと思いました。 

洲本から約２０時間の航海でしたが、このように、

毎回なにかしら心にしみる教えを受ける海とヨットはやめ

られません。海の仲間と（左から二人目が私です） 

西日本区EMC事業改革に再挑戦    

２０１８－１９年度次期EMC事業主任                       

小野 勅
とも

紘
くに

ワイズ 

・西日本区次期役員第４回準備会 ９月１４日（木） 

今期西日本区の準備会もいよいよ最終局面の佳境に

入り、４回目を迎えました。今回は新装なって新事務所に

移転された次期遠藤税理士事務所での打合せ。以前の

職住共通のマンションから事務所ビルへ本格的移転。 

私の次期のテーマは題して『NGT98』作戦。今期三

科EMC事業主任も掲げておられる、ゲスト、ビジター、メネ

ットを含んでの例会の充実。すなわち、“N 賑やかで、G 元

気で若々しく、Ｔ楽しい友達”を９８人集めよう というもので

す。 

 

長期主題としては以前２０１５－１６年度から継続して

いる『ワイズメンズクラブ１００周年』の２０２２年に因んだも

ので、２０２２年に２０２２名、１００周年に１００クラブを実

現しようというものです。各次期事業主任から主題、方針

が説明されました。メネット事業主任は未定のままです。 

 これらを纏めて、１０月２１日（土）－２２日（日）ホテルク

ライトン新大阪で開催される、「次期役

員研修会」において説明することになり

ます。多量の情報をいかに理解されや

すく、かつ要領よく、纏める練習が予定

される。身を引き締めて臨戦態勢に入

っていたようです。とはいうもののワイズは 

各部や各主任を中心とした、理事キャビネットが一丸になっ

て部、クラブを支えていく努力が 

 

ワイズニュース    石井 恭子 会長 

じゃがいもファンド 荷受け 10/6（金） 配達

10/7（土）、8（日）、9（祝） 

１０月第二例会 １０月１３日（金） 

１１月３日（祝／金） チャリティーラン 

11月例会 ドライバー 浅野ワイズ、足立ワイズ 

  開催日：11月10日（金） 

六甲部ゴルフ大会 11/30（木） 千刈ゴルフ場 

編集 中（注）記 ブリテン委員長  廣瀬 一雄  

今回は編集の都合から第一例会報告を裏表紙に。 

ＥＭＣはＣＭＥ。魅力ある例会にお友達をお招き

しましょう。あなたはＮＧＴ９８の一員です。 
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ドライバー：小野勅
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日時：２０１７年９月８日（金）１９時―２１時 

会場：西宮YMCA保育園３階ホール 

テーマ「素人芝居人生と西郷南洲翁に魅せられて」 

ゲストスピーカー 重村
しげむら

 仁
ひとし

さん 

９月の月間強調テーマは、毎年「メネット

月間」で、宮地特別メネットに恒例でドライ

バーをお努めいただいております。しかし 

(青空かける君)  今回はメネットに関するテー

マではなく申し訳ありません。実は今月のゲストスピーカーの重

村仁さんは私小野とは葺合高校、関学大の同級生として旧

知の仲です。彼は高校３年時に学級委員長で、我々頼りな

い面々には頼もしい存在で、当に旧知ならぬ窮地※を救って

いただいた英雄でもありました。そういうことで、彼が尊敬する

郷土鹿児島の英雄西郷南洲翁に纏わるお話を戴きました。   

重村さんご本人は神戸市灘区のお生まれですが、父上が

沖縄沖永良部出身ということから、一時沖永良部に流されて

いた西郷隆盛に興味を持ち、研究されています。まず最初に

巻末の３つの銅像を説明されましたがいずれも本人には似て

いないとのことです。というのは西郷隆盛は大の写真嫌いで、

１枚も写真が残っていないせいです。彼の調査された「西郷隆

盛の沖永良部在島」という冊子を持参されて興味深いお話を

いただきました。重村さんは絵心にも優れ、「四コマ漫画」でも

才能を発揮されていて、冊子の中に挿絵に漫画を入れて説

明されています。沖永良部幽囚時代、西郷さんは相撲を取っ

たり、粗末な牢屋の中から少年たちに学問を指南されました。

２度の流罪に苦労して、いずれは明治の元勲となりました。流

罪の西郷さんを救ったのは「土持政照」という島役人だそうです。

当時の西郷さんとの会話も残っていて、興味は尽きませんでし

た。 

もう一つのテーマは重村さんが５０歳で始めてずっと続いて

いる「来るくる座」という劇団活動です。年１回位の公演がやっ

とという素人劇団ですが、何といってもセリフを覚えるのが大変

で、いつも忘れてしまうとか。しかし、子どもたちを招いての演

劇には喜びがあるそうです。子どもは正直でセリフを忘れたら、

子どもたちの方から教えてくれる。彼の芸名は大黒屋仁兵衛と

か。貧乏素人劇団に苦労しながら何とか現在まで継続出来た

ことに感謝されています。今後何年継続出来るかどうか、一度

拝見してみたいものです。 

そういったお話を聞きながら母校に思いを馳せると、昨年

１１月に母校の葺合高校が落成完成した折に見学会を 

企画してくれたのも彼で、そのご苦労にも感謝しつつ、その

時の友のお一人は半年もしない内に鬼籍に入り、もう一人

はかつてワイズの仲間（神戸ポート）でもありましたが、今病

魔で伏っておられるそうで、感無量で聞き入りました。 

恥ずかしながら、「明治維新は関ケ原のリベンジか？」と

の私の愚問も軽く往なされて、恥をかいた次第でした。 

  頼もしい重村さんですが、卒業後も、同窓会では未だに

お世話になっています。趣味に、趣味に、また趣味にお忙し

い身の上ですが、そんな重村さんの劇も見てみたいし、一

緒に仲間としてそのタレント性を発揮して戴きたく、我がクラ

ブのメンバーとしてお迎えしたいとお誘い中です。多忙の中、

苦楽を共にするメンバーとして是非お待ちして次第です。 

 その後、各種委員会より、７０周年記念例会のアピール

の予定（チラシが印刷に至っていない）、じゃがいもファンド

の予定と注文、西日本区大会実行委員会、地域奉仕・

環境事業委員会、交流事業（ローンボール大会、ゴルフコ

ンペ）、カーニバル委員会、１１月のチャリティランランナー、

部会参加予定など各種報告がありました。 

今月の誕生日のお祝いは、岩田、岡田両ワイズは欠席

で宮地特別メネットお一人のお祝いで恒例の西宮のスィー

ツが石井会長より贈呈された。８月の芦屋合同例会や、

10月のカーニバルで、抜けるので急遽、８月と１０月の誕生

者も併せてお祝いした。（ゲストの重村さんも１０月、８月

馬場一郎ワイズ欠席、１０月西山ワイズ、廣瀬メネット） 

第一例会の出席者は浅野、足立、石井、小野、河野、

阪根、西山、長井、

濵﨑、廣瀬、藤田、

藤原、万本、山口

（政）、山口（吉）、山

本各ワイズ、宮地、

山口（洋）各メネット。

ゲストは重村仁さん。

合計１９名。 
※「窮地の事件」とは高校３年時の日本史の授業で、先生に反旗を

翻してストライキを起こした事件で、その参謀に重村委員長を截てて

我々の弾除けになっていただいた事件。そのせいで受験を控えた面々

は日本史を選択出来なかった人も多かったようです。（我がクラスに限

ったことで、他のクラスは知りません） しかし、そのお陰というか、怪我

の功名というか、私は止む無く世界史を選択したところ、見事山が当っ

て合格出来たもので、その点では彼は恩人になります。なにしろ秋風

の吹く９月頃、まだ原始時代をやっていて危機感からのストライキでし

た。お陰で私達は原始時代は滅法強い反面、近世はからきし駄目と

いう身の上をそれこそ原始体験として共有している仲です。 

―９月強調月間テーマ：メネット― 
各クラブでメネット例会を企画し、メネットの参加を促しましょう。国内プロ

ジェクトへの理解を深めましょう。 中道京子メネット事業主任 

 


